
2023 年「第 20 回 身近な水環境の全国一斉調査」実施しました 

 

6 月 4 日 みずとみどり研究会が主催する「第 20 回 身近な水環境の全国一斉調査」が実施されました。 

河川をはじめとする身近な水環境に対する市民の意識の高まりを受け、全国各地で、数多くの市民団体等により

水質調査が行われています。パナソニック松愛会も全国の多くの支部で調査協力しています。 

九州支部では福岡地区 3 河川、熊本分会が 1 河川調査しました。 

※水質測定値（１・２・３・４・５・６・７・８）数字が大きいほど水質が悪くなります。 

 

調査河川：➀御笠川（福岡） ➁室見川（福岡） ➂名柄川（福岡） ➃白川（熊本） 

➀調査河川名：御笠川（福岡） 

実施日：6 月 4 日（日） 調査結果：水質「良」  調査者：長瀬博文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➁調査河川名：室見川（福岡） 

 実施日：6 月 4 日（日） 調査結果：水質「良」 調査者：原田洋一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

➂調査河川名：名柄川（福岡） 

 実施日：6 月 4 日（日） 調査結果：水質「悪化」 調査者：村山利夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



➃調査河川名：白川（熊本） 

 実施日：6 月 4 日（日） 調査結果：水質「良」 調査者：髙光 雅義・小野豊和 

6月５日（日）世界環境デー（日本では環境の日）の午前中「身近な水環境の全国一斉調査」として熊本市の

一級河川「白川」の水を採取し調査キットによる調査に協力した。 

調査拠点は前回と同様。天気は晴れ。気温は 27℃、水温は 21℃。３本の試薬による検査を行い、標準色

（COD低濃度）と比較すると３本とも２と４の間で「３」だった。 

今回、新たに「20周年記念イベント」として調査地点の昔・今についての協力依頼もあり、2012年 7月 12日

豪雨で氾濫すれすれになった同じ調査地点の写真（小野撮影）を掲載しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


